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「調査地被害のないフィールドワークは可能か」 
 

安渓遊地（https://ankei.jp  y@ankei.jp 阿東つばめ農園） 
 
「調査というものは地元のためにはならないで、かえって中央の⼒を少しずつ強めていく作
⽤をしている場合が多く、しかも地元⺠の⼈のよさを利⽤して略奪するものが意外なほど多
い」──この宮本常⼀（1972）の⾃省を胸に、私が旅の中で出会った、地域研究とフィール
ドワークをめぐる「正解」のない問いにどう答えるか、ごいっしょに考えてみましょう。 
 
０．宮本常⼀先⽣との出会い（1974、⼤⼭⼭麓） 
   
１「おまえは墓あらしだろう！」（1974、⻄表島） 
 
２「⼤学院⽣に科研費？」⽇本⼤使館員（1978、ナイロビ） 
 
３ 「学者が⺠具や⾻を奪う」萱野茂さん（1992、⼆⾵⾕） 
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